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Abstract

MultivocalityinLeslieMarmonSilko，sSroryteﾉﾙｧ

Stoび蛇ﾉﾙｧｉｓａ``stronglypolyphonictext，，withphotographs，traditionalstories,gossip

stories,reminiscences,commentaries,andlettersinproseandverse・Itconveysthevoicesof

themythicHgures-Coyote，Buffalo,WhirlwindMan,Arrowboy,SpiderWoman，andYellow

WomanontopofthevoicesofrealpeopleSilkoremembers・MultivocalityinSto〃/e/化rreHects

thePueblooraltraditio､，ｂｕｔｉｔａｌｓｏｒｅｍｉｎｄｓｕｓｏｆ“heteroglossia,”aconceptofconflicting

voices,meanings,andvalueslbundinfiction,whichMikhailBakhtinfOrmulatedThe､,arethe

mulliplevoicesinSmryre"cγequalinvalue？IsthereanynonnativevoiceamongthemthatSilko

endorses？ThispaperdiscussestheseissuesbyscrutinizingstoriesinthebookandafOlktaleof

theZunLanotherPueblo.

る語I〕が混在し，それらの語りは神話的な時間

(timeIesstime）と現代（contemporarytime）を自

由に行き来する。また，さまざまな声がそれぞれの

語りのセクションごとに並置されるだけでなく，・

つのセクション内に複数の声が織り込まれている。

その結果，代名詞で指示される話者（語りのなかの

登場人物）は誰か，一つの語りと次の語りの関係，

ならびに写真とその前後の語りの関係はどうなって

いるのか，などの疑問が読者につきまとうことにな

る。

伝統的な西欧の小説に一般的に要求される｢統一」

を持たず，断片的・挿話的な「ストーリーテラー」

は，既成ジャンルに基づく分析を拒否するかに見え

る。それでは，シルコーがこのような手法を用いた

のはなぜだろうか。そもそもこの作品に統一を求め

る必然性はあるのか。また，’１１心的なテーマは存在

するのか。本稿では，これらの問いを念頭に置きつ

つ，「ストーリーテラー」の多声（multivocaUty）の

役割と意味を検討したいｃ

LeslieMarmonSilkoのStolyteﾉﾙｧ（1981）は，

Ceγe”o"ｙ（1977）と同様に複雑で難解な作品であ

る。これは，散文と詩文で書かれた北アメリカ先住

民族の民話や口承物語，ゴシップ・ストーリー，メ

モワール，エッセイ，注釈，手紙，写真など複数の

メディアで構成されたものである。'）メモワール，

注釈，手紙は著者に近い一人称による語りであり，

民話を含めストーリーには一人称と三人称の語りが

ある。そのため，批評家の間では短篇物語集という

より"multiiOrmtext，，の自伝とみなされることがある

が,2’この作品は小説やノンフィクションといった

既成ジャンルによる分類には収まらないものであ

る。また，これは「セレモニー」についても言える

ことであるが，「ストーリーテラー」には，はっき

りした章やセクション分けがなく，本の蛾後尾に写

真についての説明とそれぞれの語りのタイトルもし

くはその最初の語句が記されている。

『ストーリーテラー」を難解にしている原因は，

多くの語り手・登場人物の声と作品の構成の複雑さ

にある。SpiderWomanやYellowＷｏｍａｎなど神話

的な人物とシルコーに関わりのある実在の人物によ まずこの作品における多声のもっとも顕著な例と
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ターによるのか，定かではない。しかしどちらにせ

よ，注釈部分は民話の内部に配置されていながら，

現代に生きる聴衆／読者に向けられている。かくし

てこのセクションで聞こえる声は，著者のシルコー

とコメンテーターを除いても，「シルコー｣，スージ

ー，に加え，続いて展開するPueblo民話に登場す

る少女，母親，老人の計五人に上ることになる。ま

た，すべては詩文で書かれているが，少女の生きる

神話的な時間・空間とスージーや「シルコー」が生

きる現代は並列に置かれ，このセクション全体の語

り手であるシルコーのストーリーテリングの技法に

より，途切れることなく結びついているのである。

シルコーにとって写真は"partofmanyofthe

stories”(1)である｡3）少女の民話の直前のセクショ

ンにスージーと幼いシルコーの写真が挿入されてい

るが，この写真により少女の民話を含むセクション

は，より多声音楽的（polyphonic）に響く（Fig.１ル

スージーは幼いシルコーを愛しそうに眺めている。

して，“thelittlegirlwhoranaway''のセクション（7L

l5）を見てみよう。このセクションは一人称の.Ｔ

として登場する人物（以下，一応「シルコー」と表

記することにする）によるスージーおばさんの記憶

で始まる。最初のスタンザが二人の関係を具体的に

描き出す。

ThisisthewayAuntSusietoldthestory，

Shehadcertainphrases,certaindistinctivewords

sheusedinhertelling

lwritewhenlstillhear

hervoiceasshetellsthestory．（７）

このように，「シルコー」はスージーおばさんが話

してくれた話を，書き物においてできるだけそっく

りに再現しようとしている。これ以降話の内部では，

幼いシルコーに語ったスージーと，その語り方をま

ねて話を読者に提示する「シルコー」の両者の声は

重なり合い，どれが「シルコー」の声でどれがスー

ジーの声か識別することはできない。次に語りは，

この話の舞台がＡｃｏｍａとLagunaであると述べた

後，一気に物語空間に突入する。

Fig.1.SIDJWeller5

WaitheawasaUttlegirllivinginAcｏｍａａｎｄ

ｏｎｅｄａｙｓｈｅｓａｉｄ

“Mother,Iwouldliketohave

someyzzMlmaﾉitoeat.，,(8)

この部分の直後に現れる以下の斜字体部分は，アコ

マの伝統的な食べ物についての注釈である。

Tlzsﾉi、｡〃〃jS腕ｅｈα）3.1"edc'WS/”CO”沈勿J”《sA

仇arc"本”、

７１lDezwWiα"ｃ`ｊｌＬＺ”"ｃＷＩＩ?！“"ｓ

艦ｓｏ汀q/c""edL”,”〃ｈ"0",。礎｡，

”stas加郷sA‘jdjeso〃ｊ”．（８）

読者がページ順に読む場合には，少女の民話を読む

ときには，必ずこの写真を思い出し，どんな風にス

ージーがこの話をしたか想起するだろう。このよう

に，この写真はこの二人の女性の関係を語る。また，

前述した少女の民話という神話的な世界とスージー

とシルコーが生きる現代との移動と同様に，テキス

トと写真という異なるメディア間の移動も，大変ス

この口語体の注釈はラグーナの文化に馴染みのない

聴衆に向けられたもので，スージーが幼いシルコー

に説明しているのか，「シルコー」が読者に説明し

ているのか，あるいは二人とは違う別のコメンテー

－２７８－
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ムーズである。読者はこの写真に続くセクション中

の五つの声に加えて，この時期に実在した二人の特

定の声を違和感なく耳にすることになるのである。

シルコーが「ストーリーテラー』で，出自のラグ

ーナ・プエブロの民話だけでなく，アコマ・プエブ

ロ，ナバホからエスキモーイ)の民話まで展開し，コ

ヨーテ，バッファロー，WhirlwindMan,ArroWboy，

SpiderWoman,YellowＷｏｍａｎなどさまざまな神話

的な被造物を登場させているのは，先住民族の文化

を大切にしているからである。このことは，最新作

Ｇａｍｅ"sj〃幼ＣＤ”eｓ（1999）までの全ての作品で，

先住民族の伝統とヨーロッパ系移民（白人）との関

係を，一貫してテーマに取り上げていることから明

らかである。よって私たちが彼女の作品を理解しよ

うとするとき，伝統的な物語を参照する必要がある

はずだ。ところがラグーナの伝統的な民話の記録は

大変少ないので,５１地理的にも文化的にもラグーナ

と非常に密接な関係を持つ，同じプエブロに属する

Zuni6)の民話を例に取ってみよう。ここでは，言

語学者DennisTedlockが1965年に採録した，“T11e

BoyandtheDeer，,と題された民話を参照することに

する。これは鹿に育てられた捨て子が，もとの親戚

である人間につかまり，最終的には鹿の家族も男の

子も死んでしまうという話である。?）まずズーニー

語でストーリーテリングを実演したAndresPeynesta

が語り手であることは間違いないのだが，人間の親

戚に捕まえられたときどうするか，鹿の母親が男の

子に指示する場面では，ペイネスタは鹿の．母親にな

り，男の子に，二人称で呼びかける。“Whenthey

brmgyouin/whentheWecaughtyouandbringyou

i､／you／youwillgoinside',価"勉噌的ｅα"t”１５)．

続いて実際の台詞を彼女が彼に伝えるとき，‘"My

grandfather,howhaveyoubeenpassingthedays?'，，

(FY"｡j咽坑ｅＣｃ"ｔｅγ15）という挨拶は，鹿の母親が

男の子の声をまねているがごとく発話される。同様

に，彼女は彼と他の親戚たちとのやりとりのモデル

をそれぞれの立場になって示す。言い換えれば，語

り手ペイネスタは，複数の声を演じ分けている。こ

のように，この民話には語り手ペイネスタ以外に，

鹿の.母親，男の子，彼の生母，祖父，祖母など親戚

一同の声が同居している。これはプエブロに伝わる

民話の多声性を示す例の一つである。

このように，プエブロの口承物語は多声に基づい

ている。また，プエブロだけでなくアメリカ先住民

族の伝統においては，語られる物語を聞き，記憶し，

語りなおすことは共同体的な営みである。ストーリ

ーテリングは聴衆の理解とともに進行し，聴衆の反

応をそれ自身に取り込むからである。例えば先に取

り上げたズーニーの民話では，聴衆は要所要所で合

いの手を入れ,ストーリーテリングの進行を助ける。

このように，多声は物語の語り手と聞き手のやりと

りによって増幅するのである｡8）

『ストーリーテラー』は口承物語の多声性を色濃

く受け継ぐ作品である。それでは，「ストーリーテ

ラー」は，その伝統文化とどのように関わっている

のか。シルコーはなぜこのような形式・内容の作品

を書いたのか｡作品中の複数の声は，Mild1ailBaldltin

が小説というジャンルに見いだす「言語的多様性」

(heteroglossia）と同種のものなのか。もしそうな

ら，「ストーリーテラー』におけるheteroglossiaか

ら弁証法的に規範的な声は生まれるのだろうか。

heteroglossiaと英訳された元のロシア語「ラズノ

レーチェ」という術語は，文脈によっては「矛盾」

あるいは「(単一言語内の）様々な下位言語の総体」

という意味でも用いられる（｢小説の言葉』379)。

バフチンの代表作の一つ『小説の言葉ｊで一章を割

かれている重要な概念を，この場で正確に要約する

ことは不可能であるが，本稿の議論に必要な部分の

みをあえて乱暴にまとめてみよう。まず，バフチン

は小説で用いられる言語は，単一言語的な，狭い意

味での詩的言語とは異なり，他者との対話や相互主

観的な関係の中で構成されるものであると定義す

る。自足的・求心的に閉じられた公式ジャンルであ

る詩的作品に対して，必然的に社会的関係を含む小

説は，他者の言語を組織化する脱中心的なジャンル

なのである。少し長くなるが，小説とheterog]ossia

の関係についての彼の議論を引用してみよう。

小説とは言葉遣いの社会的多様性や，ある場合

には多言語の併用や，また個々の声たちの多様性

が芸術的に組織されたものである。単一の国語は

－２７９－
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今まで検討してきたように,この作品は複数の声，

語り，それらが伝える価値に無限に開かれている。

しかし，その底流にはプエブロ文化へのコミットメ

ントがある。再び少女の民話のセクションへ戻って

みよう。この民話は，Waitheaという名の少女が，

母親が"yashtoah，'という食べ物を料理してくれなか

ったことを理由に自殺する話である。現代的な観点

から見れば，少女の愚かさ，彼女の自殺を止められ

なかった母ならびに通りがかりの老人の無力さが伝

わる悲しいプロットである。しかしその結末で〆母

がまき散らした少女の服は色とりどりの蝶になる。

それに続く語りは次のようになっている。凶"d

todCIytﾉbejﾉｓａｙノノiαオロCO加αハロｓ柳oγｃｂｅａ加施ノ

６脚rtemjes-／γeｄｏ"Cs,2,ﾉｂｉｔｅ｡"Cs,ｂＪｚｚｅＯ"Cs,ｙｃﾉﾉＯＺＯ

Ｃ兜Cs.／71heycα”e/伽加沈jSJjt"cgj"ｂｃ〃仇ｉ“”(15）

一行のスペースを挟んで，語りの焦点は民話の内容

から，この話をするスージーとそれを聞くシルコー

に移る。

その内部で様々に－社会的諸方言，集団の言葉

遣い，職業的な隠語，ジャンルの言語，世代や年

齢に固有の諸言語，諸潮流の言語，権威者の言語，

サークルの言語や短命な流行語，社会・政治的に

一定のロやさらには一定の時刻にさえ用いられる

諸言語（毎日が自らのスローガンを，語彙を，自

己のアクセントを持っている）等に一分化して

いるが，このようにあらゆる言語がその歴史的存

在のあらゆる瞬間において，内的に分化している

ということが，小説というジャンルの不可欠な前

提なのである。なぜなら，言語の社会的多様性と

その基盤の上に成長する様々な個人の声たちによ

って，小説は自分のすべてのテーマを，描写され

表現される自分の対象的意味の．世界のすべてを
オーケストレーシ:リン

管弦楽ｲﾋするのだから。作者のことば，語り手た

ちのことば，挿入的諸ジャンル，主人公たちのこ

とば－－これらはすべて，言語的多様性を小説に

導入するための基本的な構成上の統一体に過ぎな

い。そのどれもが社会的な声たちの多様さと，

(常に程度の差はあれ対話化された）それらの結

びつきと相互関係の多様さを認めているのであ

る。（１６）

AunlSusiealwaysspokelhewordsofthemotherloherdaughter

withg1℃attendernessowithg舵at企eling

asifAuntSusieherselfwerethemother

addressingherlittlecI]ild」rEmembcrtherewassomethingmoumlUl

inheTvoicetooasSherepeatedtｂｅｗｏ１ｄｓｏｆＵＩｅｏＩｄｍａｎ

ｌ…….………………..……］

ButwhenAlmlSusiecametothepl3ce

whe1℃theIittIegil･I,sclothestumedintobutterflies

thenhervoicewouIdchangeandlcouIdheartheexcitementandwonder

andthestorywasn，tsadanylongeⅨ〈⑤

要するに，heteroglossiaとは，言語や権力のシステ

ムが制御しようとしてしきれない，小説中に潜在す

る多様な声，意味，価値なのである｡9；

それでは，「ストーリーテラー」で展開される多

声は，潜在的なものも含めて，小説におけるそれと

同種なのか。バフチンは小説を単声的な「国家的叙

事詩」あるいは「公認された神話」に相対するもの

とみなしている。しかし先に論じたように，先住民

族に伝わる口承物語が，一種の神話でありながら，

対話的・多声的であるという事実は，単一言語的な

神話と多言語的な小説という対立を無効にする。ま

してや「ストーリーテラー」はすでに言語的に多様

な先住民族の神話を自身に取り込んでいる点で，よ

りいっそう多声的である。それでは，小説以上に多

声的な「ストーリーテラー』のheteroglossiaから規

範的な声は生まれるのか。別のいい方をすれば，こ

の作品に中心的なテーマはあるのか。これらの問い

に答えて，本論文を終わることにしたい。

この民話において，語りは少女の短絡的行動およ

び母や老人の無力さを攻撃しない。否定的に見られ

がちなこのような要素は，アコマの色あでやかな蝶

という価値に転換されるからである｡'0》そしてこの

価値は，スージーおばさんの抑揚あるストーリーテ

リングの技術により，幼いシルコーに伝わる。「シ

ルコー」は悲しまない。三人の登場人物の関わりは，

最終的には美しい蝶をアコマにもたらしたからであ

る。この民話においては，それぞれの登場人物にそ

れぞれの在り方・価値があり，お互いの存在を認め

合っている。そして大人になったシルコーが，今度

-２８０－
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は語り手になって聴衆／読者にこの価値を伝えるの

である。彼女はYbﾉﾙ〃Ｗｂ腕α〃で複数の意味とプエ

ブロの世界観を結びつけ，次のように論じている。

一つの方向性を持った声が生成される，と主張した

い。つまり，それぞれの価値を追求しようとする遠

心的な力（これが過度になるとクルーパットの言う

ように分裂する）と，共通の中心を求めて収束して

いこうとする求心的な力（これが過度になると，覇

権と序列が生じる）が出会うところに，並列のilli値

という一つの方向性を持った声が浮び上がるのだ。

｢ストーリーテラー」においては対立ではなく。並

立する複数の価値の共存とその相互作用から，その

ような声が生まれると考えていいのではないか。こ

の作品世界においては，すべての声がお互いに関係

し合い，それぞれに大切な役割を果たす。すべての

声が等しい価値を持つのかどうか，という質問には

答えられない。なぜなら，『ストーリーテラーｊに

おいては，それぞれの声の価値付けをする権威的な

機能が存在しないからである。シルコーは作品内に

序列やへゲモニーを持ち込まず，複数の声の相互関

係からそれらを緩やかに結んでみせる一つの声を導

き出す。またこの声は，変化しないものではない。

この声は，時代により，語り手により，更新され，

変更されるものである。現に，先に引用したズーニ

ーの民話は，男の子が自殺する結末であるが，これ

はズーニーの十代の若者の自殺が増えたことに伴っ

て現れた数世代前の新しいバージョンである｡'１）し

かし，多様性を認め，異種を排除しないというプエ

プロ文化的な並列の価値の原則は，変わることはな

いだろう。この原則が「ストーリーテラー」に統一

を与えていると言えるのであるc'2,

かくして「ストーリーテラー」は直線的な時空を

すべり抜け，フィクションとノンフィクション，小

説と詩，さらには言葉による表現と写真，といった

ジャンルやメディアを越境するきわめて今日的な試

みとなる。この本はどこから読んでもかまわない。

読者は聞き手として複数の声を聞き，自分らしい分

節の仕方で，新しいバージョンを作っていけばよい

のである。「ストーリーテラー」において，シルコ

ーはさまざまな声を呼び寄せ，それらにじっと耳を

傾ける－その声が弱かったり，人間以外のもので

あったり，不'愉快なものであっても。そして，それ

らの多声，heteroglossiaから，並立する価値という

一つの方向性を持った声が生成される。これが「ス

Thisproductionofmultiplemeaningisinkeeping

withPueblocosmologyingeneraLFortheold

people，ｎｏｏｎｅｐｅｒｓｏｎｏｒｔｈｉｎｇｉｓｂｅｔｔｅｒｔｈａ、

another;hierarchiespresumingsuperiorityand

inferiorityareconsideredabsurd．（133）

少女の民話のセクションで見られるように，そこに

は序列という観念がない。複数の価値が序列なしに

並存するのだ。

それではこの作１W,に統一はないのか。あるいは統

一を求めることは誤った読み方なのか。Arnold

Krupatは，この作品の中心的な価値観について次

のように主張する。

Whatkeeps［Ｓｍがfel"γ］fromenteringthe

poststructuralist,postmodemistorschizophrenic

hetroglossicdomainisitscommitmenｔｔｏｔｈｅ

ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔｏｆａｎｏｒｍａｔｉｖｅｖｏice・Forallthe

polyvocalopennessofSilko'ｓwork,thereisalways

theunabashedcommitmenttoPueblowaysasa

referencepoint・Ｔｈｉｓmaybemodified,updated，

playfUllyconshPued:butitsautholityisalwaystobe

recｋｏｎｅｄｗｉｔｈ．．、Ｈｅｒｅｗｅｆｉｎｄｄｉａｌｏｇｉｃａｓ

ｄｊａ化cric（not,ｉｔseems,thecaseinBakhtin1)，

meaningastheinteractionofanyvoicedvalue

whateverandthecenteredvoiceofthePueblo．

(Emphasisadded：“TheDialogicofSilko,s

Smmcルア'65）

今まで論じてきたように，私自身はこの作品が

heteroglossiaであるという立場に立つので，彼のこ

の考えには賛同しない。また，バフチン的でないと

断りながらも，“dialogic"を"dialectic，，と見なすこと

により，単一の覇権的なプエブロの声とそれぞれの

声が－対多の対応をしているかのような表現にも同

意しかねる。むしろ私は，西欧的な弁証法ではない，

さまざまな声の相互作用から，緩やかではあるが，

－２８１－
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_を指す総称。「物語」や「民話」の中の一つの単

位。「ストーリーテリング」（oralperformanceof

storytelling）＝ストーリーテリングの実演。「スト

ーリーテラー」（perlOrmerofstorytelling）＝スト
ーリーテリングを行う人。「語り」（unitof

narmtivetold／writtenbyananPator）＝一般的な意
味での語りの単位。「セクション」＝議論の際の便

宜Ixの区切り目。後尾のインデックスに対応。以

」二をまとめて一例をあげれば,「ストーリーテラー」

の"thehttlegirlwhoranaway''の「セクション」（7‐
15）は，シルコーを語り手とする－つの「語I)」

で，その中にスージーおばさんによる「話」と少

女の「民話」が亜なり合って含まれている，と考

える。

２）この作品を自伝と見なしている研究者として，例

えばKathleenMullenSandsやArnoldKrupatなど

が拳げられる゜

３）シルコーは他の著作でも，写真をナラティブと捉

えている。“Irealizedeachrolloffilmformeda

completephotonarrative…”（Ybﾉﾉ0〃Ｗb加ﾛ〃181)．

４）これらの呼称は全てシルコー自身の使用による。

５）プエブロで採話を行ったEIsieClewsParsons

（FranzBoazの弟子）は，ラグーナの民話の記録が

少ない理由を次のように述べている。

ＡｌｔｈｏｕｇｈＬａｇｕｎａｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔ

pueblostobevisitedbyAmericans,ofitthereis

littleornoethnogmphicaccount-presumedly

becausetheethnographersoftheSouthwest

haveieltthatbecauseo[thelateoriginofLaguna

（settled,itissaid,inl699）anditscontinuous

contactwithMexiｃａｎａｎｄＡｍｅricanitwould

presentahybridandthereforeuninteresting

culture．（87）

６）パーソンズは，二つの氏（nation）の近しい関係

について，次のように税|ﾘ)する。

Atlagunatobesure,Zunistrandshavebeen

wovenintotheKeresancult，illustratingwith

particularlyclearcasesthatintemuebloweaving

inmythandritualthathasnodoubtbeengoing

onIbrages．（91）

7）詩人JamesWrightへの111:iii染で，シルコーはラグ

ーナの狩人と鹿の互恵的なBU係を象徴するdeer

danceについて紹介している。（"NotesontheDeer

Dance,"ｍｅルノjmCyq"ｄＳｔ”“〃けmCe912）
８）聴衆は，現代作家シルコーにとっても重要な意味

を持つ。ラグーナの物語について彼女は以下のよ

うに理解する。

トーリーテラー」における多声の役割である。

SkeletonFixerはバラバラになった骨を集めて

ＯｌｄＣｏｙｏｔｅＷｏｍａｎを生き返らせた｡シルコーは，

口承の伝統に頼るために散逸してしまった民話，白

人との力関係において抑圧された声，色腿せて見る

人もいなくなった写真を集めて，それらに自由に語

らせ，この『ストーリーテラー」において大きな物

語を生き返らせる。

OldSkeletonFixerspoketobones

Becausethingsdon,tdie

theyfalltopiecesmaybe，

getscatteredorseparate，

butOldBadgerMancanteU

howtheyoncelittogether．

[…．．………．……］

"Ａ，mooboh,mydearone

thesewordsarebones,，,…（243-45）

シルコーにとっては，言葉〆籔声は骨と同様しっかり

と形を持った実体である。今まで累々と続いてきた

言葉/変声の層の上に，ここでまたSkeletonFixerで

あるＯｌｄＢａｄｇｅｒＭａｎとシルコーその人の声が折り

重なって響いている。

付記

本論は日本アメリカ文学会第39回全国大会(2000

年１０月１４日於同志社大学）において発表した論

考に加筆修正したものである。

註

1）本稿で用いるナラテイブに関わる術語を便宜｣を以

下のような愈味で使い分けることとする。「物語」

（bodyofstories）＝やや長い原醐的な物語の総称。

例一口承物諮釦短編物語（集)。「話」（Stories）＝

「物語」の'１１の個別の単位。特に語られるもの。例

一スージーおばさんの話。「民話」（body

of7individua]IOlktalelsI）＝先住民族の伝統的な民

話。例一ズーニーの民話。「ストーリー」

（individualstorytoldorwTitten）＝個別のストーリ

AswiIhanygeneration

Iheoraltraditiondependsuponeacbperson

listeningandrememberingapoItion

anditislogether-

allofusrememberingwhatwehaveheardtogether-

thatcreatesthewhoIestorv

－２８２－
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12）先に論じたズーニーの民話では，親戚たちは太陽

の子を孕んだその母親の話を信じず，不道徳と断

じて彼女を殴り，男の子を捨てさせている。また．

捨てられた子どもやアウトサイダーとして排除さ

れる人についての民話はズーニーに限らず伝わっ

ている・しかし，この指摘によっても，先に検討

したプエブロ文化的な並列の価値は搬なわれない。

なぜなら，多くの価仙の共存は必然的に葛藤を生

むが，その葛藤を含む相互関係から新しい価仙が

生まれる､｢能性があるからである。

thelongstoryofthepeople．（SわがＩＣ化r６７）

もちろんストーリーテリングにおいては，語り手

は特権的な地位を保持するが，この行為が記憶の

譲り渡しと考えられる以上，語り手と聞き手はど

ちらも不可欠な存在である。エッセイ集ｙＥﾉﾉｏｔＵ

ＷＷ?、〃では，シルコーは以下のように述べてい

る。

Ｓｏｉｎｔｈｅｔｅｌ１ｉｎｇ．．、thestorytellingalways

includestheaudience,thelisteners・InfacLa

greatdealofthestoryisbelievedtobemsidethe

listener;thestoryteller，smleistodrawthestory

outofthelisteners．（50）

このように，ストーリーテリングにおいては，以

前聞き手だった者は，自分の覚えている話，すな

わち'皇1分の内にあるiWiを自ら語るj;(iり手になる。

そしてそのような話が集まって長い民の物iMi

（"thelongstoryofthepeople"）が生まれる。この

プロセスにおいて，すでに多くの声を含んでいる

原型的な物語は，新しい語り手のjiI7を得て，いっ

そうlWii機する。

９）テドロックは，小説以外で"multiplicityofvoices"を

持つものとして民話を挙げ，多jiIiを小説の専有物

としたバフチンを批判している（Ｆｊｗｊ"ｇｌＡｅ

α"蛇γxliv)。またクルーパットも，「ストーリーテ

ラー」に収められたどのストーリーも，バフチン

が小説に見いだす"someoneelse，slanguage，，

（Bakhtin365,耐eUbjcei〃肋CMI堰''2166)にいつで

も結び付いており，彼女のストーリーは小説Iiil様

墜aversion,，に過ぎないと述べ，多jliに関して小説

との類似点を指摘している。（ｎＭ２Ｗｊｃｃｊ〃ノハＣ

ＭＵ禅〃166）

１０）そもそも，ラグーナの此の死に対する態度が川上

人とlil-･でないことを確認しておく必要がある，

たとえばシルコーは"Wheremostpeopleleamis

withdeath,butatLagunathedeadarenotgone,so

noneedtosaygood-bye."と感じている。（ＤＣ"cａＧｙ

４８）

１１）テドロックは，このバージョンについて以下のよ

うに税Ⅲ)する。

Onethingverycontemporaryaboutthestoly,Ibr

whichthereareotherendings（includinga

ve｢siontoldbvthesamenarrator）inwhichthe

boybecomesthelOunderoftheHunters,Society，

ｂｅｉｎｇａｓｈｅｉｓａｎｅｘｐｅｒｔｏｆｄｅｅｒｗｈｏｌhen

sacriHcethemselvestohimandotherhuntersjs

thesuicidalending,whichisprobablynomore

thanalewgenerationsoldasawayofhandling

thestory､Ｉｔｉｓｒelaled,ultimately，ｔｏｔｈｅｒｉｓｅｏＩ

ｔｅｅｎｓｕｉｃｉｄｅａｔＺｕｎｉａｎdonotherTeservations．

（"Re:Zinistory,,）
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